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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結
累計期間

第65期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 4,212,9694,389,53615,058,947

経常利益（千円） 109,747 294,401 508,582

四半期（当期）純利益（千円） 9,389 131,338 337,966

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
2,091 169,362 354,569

純資産額（千円） 10,252,58510,410,32110,492,808

総資産額（千円） 19,365,31719,143,55619,568,796

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
0.20 2.87 7.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 52.9 54.4 53.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。　

３. 第65期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。　

（1）業績の状況　

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災とこれによる原発

事故により、各種産業は甚大な被害を受け、また消費生活も重大な影響を被る等、大きく混乱しました。この影響に

より、従来にも増して、雇用環境は厳しくなり、節約志向が拡大する等、景気の先行き不透明感が強まっておりま

す。

　このような状況のもと、当社グループでは、新製品の投入、販路の拡大、テレビコマーシャル等の販促等、引き続き

積極的な営業活動を展開いたしました。その結果、前年同期に比べ比較的天候が安定していたことに加え、東日本

大震災の影響もあって、一部インテリア商品や遮熱関連商品の売上が順調に推移したこと等から、当第１四半期連

結累計期間の売上高は、43億８千９百万円（前年同期比4.2％増）となりました。

　収益面では、グループ企業一体となって経営の効率化に努めました結果、営業利益は３億１千９百万円（前年同

期比127.1％増）、経常利益は２億９千４百万円（前年同期比168.3％増）、四半期純利益は１億３千１百万円（前

年同期は四半期純利益９百万円）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜塗料事業＞

　テレビコマーシャル放映、新聞への広告掲載、販売先店頭での販促活動等を通じて主力製品を消費者へ直接ア

ピールするなどの施策を講じるとともに、店内シェアの拡大、新規顧客の獲得等積極的な営業活動を展開いたしま

した。その結果、当事業部門全体の売上高は、ほぼ前年同期並みの25億８千５百万円（前年同期比0.1％増）となり

ました。

＜ＤＩＹ用品事業＞

　当事業部門においても、店頭での販促活動とともに、新製品の投入、新規顧客への提案営業等に注力いたしまし

た。その結果、東日本大震災の影響もあり、一部インテリア商品の売上が順調に推移したこと等により、当事業部門

全体の売上高は、17億５千３百万円（前年同期比16.4％増）となりました。

＜その他＞

　その他の事業は、物流サービス業及び賃貸業等であり、売上高は５千万円（前年同期比59.4％減）となりました。

　

　

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。　

（3）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５千６百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 48,063,360 48,063,360
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数　

1,000株

計 48,063,360 48,063,360 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年４月１日～

平成23年６月30日　
－ 48,063,360 － 5,869,017 － 2,418,409

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  2,343,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 45,007,000 45,007 －

単元未満株式 普通株式    713,360 － －

発行済株式総数           48,063,360 － －

総株主の議決権 － 45,007 －

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アサヒペ

ン（自己株式）

大阪市鶴見区鶴見

四丁目１番12号
2,298,000 － 2,298,000 4.78

昭和精機工業株式

会社

静岡県菊川市赤土

1899番地の１
45,000 － 45,000 0.09

計 － 2,343,000 － 2,343,000 4.87

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、近畿第一監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,566,131 4,813,736

受取手形及び売掛金 3,210,678 4,050,128

有価証券 100,333 101,678

商品及び製品 2,779,997 2,452,705

仕掛品 25,991 31,329

原材料及び貯蔵品 273,048 308,896

その他 260,807 196,345

貸倒引当金 △65,939 △79,379

流動資産合計 12,151,050 11,875,440

固定資産

有形固定資産

土地 3,588,270 3,584,299

その他（純額） 1,829,687 1,777,527

有形固定資産合計 5,417,957 5,361,826

無形固定資産 260,173 256,226

投資その他の資産 ※2
 1,739,615

※2
 1,650,063

固定資産合計 7,417,746 7,268,116

資産合計 19,568,796 19,143,556

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,390,287 1,432,137

短期借入金 2,400,000 2,100,000

1年内返済予定の長期借入金 500,000 500,000

未払法人税等 48,141 15,775

引当金 99,683 60,151

その他 625,800 646,854

流動負債合計 5,063,912 4,754,918

固定負債

社債 2,000,000 2,000,000

長期借入金 400,000 400,000

退職給付引当金 885,922 721,902

役員退職慰労引当金 138,036 143,489

資産除去債務 86,658 86,668

その他 501,457 626,255

固定負債合計 4,012,075 3,978,316

負債合計 9,075,988 8,733,234
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,869,017 5,869,017

資本剰余金 4,442,798 4,442,798

利益剰余金 686,418 566,049

自己株式 △346,426 △346,567

株主資本合計 10,651,807 10,531,297

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △158,999 △120,975

その他の包括利益累計額合計 △158,999 △120,975

純資産合計 10,492,808 10,410,321

負債純資産合計 19,568,796 19,143,556
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 4,212,969 4,389,536

売上原価 2,809,058 2,849,431

売上総利益 1,403,910 1,540,105

販売費及び一般管理費 1,263,143 1,220,371

営業利益 140,767 319,733

営業外収益

受取利息 13,616 13,912

受取配当金 8,045 8,145

受取地代家賃 67,898 68,296

その他 6,418 4,379

営業外収益合計 95,978 94,733

営業外費用

支払利息 17,143 15,984

支払地代家賃及び減価償却費 77,978 77,726

その他 31,876 26,354

営業外費用合計 126,999 120,065

経常利益 109,747 294,401

特別損失

減損損失 － 3,996

投資有価証券評価損 － 34,553

退職給付制度改定損 － 92,514

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 68,023 －

特別損失合計 68,023 131,063

税金等調整前四半期純利益 41,723 163,337

法人税、住民税及び事業税 6,676 7,475

法人税等調整額 25,657 24,524

法人税等合計 32,334 31,999

少数株主損益調整前四半期純利益 9,389 131,338

四半期純利益 9,389 131,338
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 9,389 131,338

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △7,298 38,024

その他の包括利益合計 △7,298 38,024

四半期包括利益 2,091 169,362

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,091 169,362

EDINET提出書類

株式会社アサヒペン(E00909)

四半期報告書

11/16



【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（退職給付引当金）

　当社は、平成23年６月に適格退職年金制度について確定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会

計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成14年１月31日）を適用しております。

　本移行により、特別損失として92,514千円を計上しております。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高
　

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

受取手形割引高 37,967千円 44,892千円

　

※２　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額
　

　
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成23年６月30日）

投資その他の資産 67,276千円 67,562千円
　
　　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期

連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除

く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

減価償却費 51,979千円 61,443千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 256,207 5.5平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 251,707 5.5平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,581,7571,507,4084,089,166123,8034,212,969

セグメント間の内部売上高又は

振替高
1,044 － 1,044 － 1,044

計 2,582,8021,507,4084,090,211123,8034,214,014

セグメント利益 87,677 51,871 139,548 1,124 140,672

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を含

んでおります。　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 139,548

「その他」の区分の利益 1,124

セグメント間取引消去 94

四半期連結損益計算書の営業利益 140,767

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

塗料事業 ＤＩＹ用品事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 2,585,3851,753,9224,339,30750,2284,389,536

セグメント間の内部売上高又は

振替高
2,253 － 2,253 － 2,253

計 2,587,6391,753,9224,341,56150,2284,391,790

セグメント利益 199,407 117,768 317,176 2,655 319,831

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物流サービス業及び賃貸業等を含

んでおります。　
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）　

　 （単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 317,176

「その他」の区分の利益 2,655

セグメント間取引消去 △98

四半期連結損益計算書の営業利益 319,733

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 0円20銭 2円87銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 9,389 131,338

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 9,389 131,338

普通株式の期中平均株式数（千株） 46,582 45,764

　　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

当第１四半期連結会計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

　当社は、平成23年６月29日開催の取締役会決議に基づき、平成23年７月11日付で保有する賃貸用不動産についての売買

契約を締結し、当該資産を譲渡いたしました。

(1）譲渡の理由：事業用借地契約の期間満了に伴う建物収去を回避するため

(2）譲渡する相手会社の名称：株式会社ゲオ

(3）譲渡資産の種類、譲渡前の使途：建物及び構築物、賃貸用不動産

(4）譲渡の時期：平成23年７月12日

(5）譲渡価額：20,000千円

(6）その他重要な特約等がある場合にはその内容：該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

株式会社アサヒペン

取締役会　御中

近畿第一監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 寺井　清明　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岡野　芳郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アサヒペン

の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平成23

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アサヒペン及び連結子会社の平成23年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　

強調事項

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成23年７月12日に賃貸用不動産を譲渡した。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。　

 

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

株式会社アサヒペン(E00909)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	追加情報
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

